
議事録 

題目 令和６年度刈谷市保健対策推進協議会 

日時・場所 令和７年３月２６日（水）１３時３０分 ～１４ 時２５分 ３階講座室 

委 員 

出席者 
別紙のとおり 

事務局 別紙のとおり 

議 題 

（１）令和６年度保健対策推進事業等実績について 

（２）令和７年度保健対策推進事業等計画（案）について 

（３）第３次健康日本２１かりや計画について 

（４）５歳児健康診査について 

開会（健康推進課長） 

 

あいさつ（福祉健康部長） 

 

配布資料の確認（健康推進課長） 

 

会長及び職務代理者の選出について 

・慣例により、刈谷医師会長に依頼することを提案（健康推進課長） 

・就任について同意を得たため、会長は辻󠄀村委員に決定 

・会長あいさつ 

・職務代理者として冨安委員を指名 

 

議題１ 「令和６年度保健対策推進事業等実績について」 

・各係長が説明 

 

（質疑応答①） 

委 員：産後ケアの対象年齢について、病院や施設によって対応可能な対象年齢が異なる

ため、利用者に分かりやすく PRをお願いしたい。 

事務局：PRを行う際は、各施設等の対象年齢が分かりやすく表記等をするよう努めていく。 

 

（質疑応答②） 

委 員：がん検診の受診勧奨はどのように行っているのか？ 

事務局：SNSや市民だより等で広報している。 

 

議題２ 「令和７年度保健対策推進事業等計画（案）について」 

 ・各係長が説明 

 

 （質疑応答①） 

委 員：産後ヘルパー事業の拡充について、①周知方法はどのように行っているか、②令

和７年度は初回利用料金無料とのことだがそれ以降はどうするのか、③来年度の

多胎児の利用見込みはどれくらいを想定しているか。 

事務局：①周知方法については、母子健康手帳交付時に、全員にちらしを配布している。

また、面接の際の聞き取りにおいて、核家族等で、里帰りをしないなど産後の支

援が乏しい家庭については、丁寧に産後ヘルパーの紹介を行っている。②初回利

用料金無料は、当面の間行う予定だがいつまでなのかは決まっていない。③具体

的な数は想定していないが、利用期間を延長しても、利用回数は３０回と変更な

いため、急増はしないと考えている。多胎児については、多胎児の出生が年間２

０組程度であるため、それほど数は多くないと考えている。 

 

 （質疑応答②） 



委 員：結核というと昔の病のようだが、令和５年から令和６年を比較すると感染者は増

えている。特に８０歳以上や外国人の方は罹患率が比較的高いため、感染者を発

見できるよう検診の PRを引き続きお願いしたい。 

事務局：市としても PRを継続して行っていく。 

 

議題３ 「第３次健康日本２１かりや計画について」 

 ・健康企画係長が説明 

 

（質疑応答①） 

委 員：スポーツマスタープラン等、市の別の計画もあるが、縦割り的にするのではなく

関係する計画は市としてつながりを持って作っていくようにした方がいい。 

事務局：現在、健康に関係する計画を作る部署とは連絡調整を図って計画策定を進めてお

り、今後もより綿密に関係課と連絡調整を図っていく。 

 

議題４ 「５歳児健康診査について」 

 ・母子保健第１係長が説明 

 

 （質疑応答①） 

委 員：近年、小児科医になる医師が減っており、大変だと思うが、大切な事業であるた

め他市事例等を参考にしっかりとお願いしたい。 

事務局：検討委員会を開催するなど、実施に向けた対応を行っていく。 

 

議題１質疑応答①に対する補足 

事務局：がん検診の普及啓発に対する補足として、乳がんの医師会健診センターでの超音

波検査は年１４回から１６回に２回拡充しており、また、生命保険会社との連携

により営業時に市のがん検診のチラシ配布や、がん検診の封筒のデザインにナッ

ジ理論を用いた言葉を入れるなどして受診率の向上を図っている。また、資料１

でがん検診の受診率が１４．８％となっているが、これはあくまで国保のみを対

象とした割合であり、社保の方は割合に入っていないものになっている。 

 

その他  

・委員の任期について、現在の任期は令和７年３月末で終わる。４月からは新たに委嘱

を行う。（健康推進課長） 

 

閉会（会長） 

 


